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「昨今の住宅取得事情」の第６回は、平成 25 年住生活総合調査から、持ち家への住み替え前後に

おける、住宅や周辺環境の変化を見る。 

1――持ち家取得層の改善度 

 

住宅の広さや快適性は◎、住居費負担や光熱費は× 

図表１は、2009 年以降５年間に持ち家に住み替えた世帯が、住み替え前後の改善状況を、12 項目

毎に、「大変良くなった」、「良くなった」、「変わらない」、「悪くなった」から１つのみ選択して回答

した割合を示している。「大変良くなった」と「良くなった」の合計を、ここでは改善度とする。 

これを見ると、「②住宅の快適さ・使いやすさ」の改善度が 90.1％で最も高く、続いて、「①住宅の

広さ・間取り」が 78.0％、「④住宅の断熱性、換気、採光など」が 75.8％で高くなっている。 

これに対し、「⑥ローン、家賃など住居費の負担」の改善度は 25.7％で、最も低くなっている。住

み替えに、住まいの快適性を求めた分、ローンの負担を高めている状況が分かる。また、「⑤光熱費

の負担」の改善度が 43.1％と比較的低く、住居が広くなった分、従前より光熱費負担が高くなってい

ると推察できる。 

図表 1 持ち家への住み替え前後の改善度 

 
（注）不明除く。以下同じ 

（資料）「平成 25年住生活総合調査確報」（国土交通省住宅局） 以下同じ。 
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2――新築注文住宅取得層の改善度 

 

新築注文住宅取得世帯の住居費負担はさらに× 

新築注文住宅を取得した世帯に限ってみると、この傾向はさらに顕著になる。「②住宅の快適さ・

使いやすさ」の改善度は 96.2％と高く、「大変良くなった」が６割近くを占めている。「⑦災害に対す

る安全性」（71.9％）や、「⑨自然とのふれあいや外部空間のゆとり」（65.0％）など周辺環境の改善度

も高くなっている。 

一方、「⑥ローン、家賃など住居費の負担」は 21.1％と低く、「悪くなった」が５割近くに及んでい

る。自分のこだわりをとことん追求できる注文住宅の特徴が出ていると言えそうである。 

図表 2 新築注文住宅取得世帯の住み替え前後の改善度 

 

3――中古住宅取得層の改善度 

 

中古住宅取得世帯の住居費負担は△ 

中古住宅の取得世帯をみると、「⑥ローン、家賃など住居費の負担」の改善度は 32.4％と、持ち家

全体や新築注文住宅に比べ高い。「悪くなった」は 24.5％と新築注文住宅の半分程で、「変わらない」

が４割以上を占めている。これに対し、「②住宅の快適さ・使いやすさ」は 82.4％で、持ち家全体や

新築注文住宅より低いものの、８割以上を占めており、住居費負担を抑えて快適性を求めた結果、中

古住宅を選択したという、ある種賢い消費行動がうかがえる。 

図表 3 中古住宅取得世帯の住み替え前後の改善度 
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